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中
東
地
域
は
二
〇
一
〇
年
末
に
始
ま

っ
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
を
き
っ
か
け
に

不
安
定
化
し
た
。
独
裁
的
な
自
国
政
府

へ
の
抗
議
デ
モ
と
し
て
始
ま
っ
た
「
ア

ラ
ブ
の
春
」
は
、
各
国
の
統
治
体
制
の

見
直
し
だ
け
で
な
く
、
地
域
秩
序
の
揺

ら
ぎ
へ
と
発
展
し
、
域
内
外
に
波
紋
を

広
げ
た
。
そ
の
象
徴
が
シ
リ
ア
内
戦
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
三
〇
〇
万
人
か
ら

四
〇
〇
万
人
の
人
々
が
亡
く
な
り
、
難

民
も
し
く
は
国
内
避
難
民
と
な
っ
た

人
々
も
一
〇
〇
〇
万
人
を
越
え
て
い
る
。

さ
ら
に
隣
国
イ
ラ
ク
の
不
安
定
化
と
リ

ン
ク
し
、
そ
の
な
か
か
ら
「
イ
ス
ラ
ー

ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
が
台
頭
し
た
。
加
え
て
、

二
〇
一
四
年
後
半
以
降
の
原
油
価
格
の

大
幅
な
下
落
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
は

困
難
に
直
面
し
て
い
る
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
か
ら
六
年
に
な
る

が
、
地
域
の
動
揺
は
い
ま
だ
収
ま
る
気

配
を
み
せ
ず
、
現
在
の
中
東
諸
国
は
、

国
内
の
政
治
・
経
済
問
題
に
加
え
、
地

域
情
勢
の
流
動
化
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ

て
い
る
。
各
国
は
、
国
内
そ
し
て
地
域

の
問
題
を
ど
う
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
特
集
で
は
、
地
域
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
な
か
、
中
東
各
国
が
直

面
す
る
課
題
と
各
ア
ク
タ
ー
の
中
長
期

的
な
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ

ら
に
、
地
域
情
勢
が
混
乱
す
る
な
か
で

顕
在
化
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
、

難
民
、
メ
デ
ィ
ア
、
安
全
保
障
と
い
っ

た
問
題
、
そ
し
て
中
東
地
域
に
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
域
外
大
国
や
地
域
機
構

の
中
東
政
策
に
も
焦
点
を
あ
て
る
こ
と

で
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
の
中
東
地

域
の
情
勢
と
将
来
展
望
を
多
角
的
に
検

討
す
る
。

　

各
論
に
入
る
前
に
、
以
下
で
は
、
現

在
の
中
東
諸
国
が
直
面
し
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
、
政
治
情
勢
と
経
済
条
件
の

変
化
の
二
つ
の
視
点
か
ら
概
観
し
て
お

き
た
い
。

●�

政
治
情
勢
―
領
域
の
脆
弱
化
と

域
外
大
国
―

　

権
威
主
義
国
家
を
あ
る
程
度
許
容
し

な
が
ら
も
地
域
の
秩
序
維
持
を
優
先
す

る
域
外
大
国
と
域
内
の
地
域
大
国
の
了

解
は
、「
下
か
ら
の
」
民
主
化
を
標
榜

し
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
足
並
み
が
乱

れ
、
中
東
地
域
の
秩
序
は
不
安
定
化
し

た
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
後
も
中
東
地
域

の
主
要
ア
ク
タ
ー
は
、
域
外
大
国
、
域

内
の
地
域
大
国
、
非
国
家
主
体
な
ど
、

そ
れ
以
前
と
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
で

は
何
が
中
東
の
流
動
性
を
加
速
さ
せ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
主
権
国
家

の
領
域
的
な
脆
弱
化
の
露
呈
で
あ
る
。

シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
リ
ビ
ア
と
い
っ
た

国
々
は
領
域
の
統
治
と
い
う
点
か
ら
み

れ
ば
、
主
権
国
家
と
し
て
の
体
を
な
し

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
地
域
大
国
と
み

な
さ
れ
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
で
す
ら
シ
ナ

イ
半
島
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
れ
て
い

今
井 

宏
平
・
土
屋 

一
樹

特
集
に
あ
た
って

な
い
。
中
東
諸
国
は
、
国
境
線
の
現
状

維
持
に
強
い
執
着
を
み
せ
る
が
、
国
境

線
内
部
の
統
治
は
不
十
分
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
中
東
の
諸
国
家
が
主
権
国
家

と
し
て
未
熟
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
も
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
と
の
大
き
な
違
い
は
、
主
権
の

空
白
地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
国
際
的

に
喧
伝
さ
れ
、
そ
こ
に
現
状
に
不
満
を

持
つ
人
々
が
参
集
し
た
点
で
あ
る
。
こ

れ
を
可
能
に
し
た
の
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

の
普
及
に
他
な
ら
な
い
。
Ｉ
Ｓ
は
元
々

イ
ラ
ク
の
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
の
残
党
で

あ
っ
た
が
、
主
権
国
家
の
空
白
地
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
組
織
と
な
っ
た
。
中
東

で
完
全
に
そ
の
領
域
を
統
治
し
て
い
る

国
家
は
一
握
り
に
す
ぎ
ず
、
Ｉ
Ｓ
が
壊

滅
し
た
と
し
て
も
新
た
な
組
織
が
主
権

の
空
白
地
に
出
現
す
る
可
能
性
は
今
後

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

域
外
大
国
の
関
与
の
仕
方
も
秩
序
の

混
乱
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
ま
ず
、

指
摘
で
き
る
の
は
、
中
東
地
域
の
秩
序

に
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
ア
メ
リ
カ

の
一
貫
性
の
な
い
対
応
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
核
合
意
、
シ
リ
ア
内

戦
に
お
け
る
ク
ル
ド
勢
力
の
支
援
は
、

伝
統
的
に
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で
あ
っ

た
域
内
大
国
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ト
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ル
コ
に
不
信
感
を
抱
か
せ
た
。
近
年
、

ア
メ
リ
カ
で
は
同
盟
国
に
域
内
秩
序
の

維
持
を
委
任
し
、
ア
メ
リ
カ
は
当
該
地

域
に
直
接
関
与
し
な
い「
オ
フ
シ
ョ
ア
・

バ
ラ
ン
シ
ン
グ
」
の
議
論
が
盛
ん
だ
が
、

肝
心
の
同
盟
国
と
の
良
好
な
関
係
に
苦

心
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
対
照
的
に
、

中
東
で
存
在
感
を
高
め
て
い
る
の
が
ロ

シ
ア
で
あ
る
。
シ
リ
ア
内
戦
に
お
い
て

ア
サ
ド
政
権
が
窮
地
に
陥
る
と
助
け
舟

を
出
し
、
シ
リ
ア
内
戦
の
「
ゲ
ー
ム
・

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
テ
ロ
と
シ
リ
ア

難
民
を
は
じ
め
と
し
た
移
民
問
題
の
対

応
に
苦
慮
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
も
中
東
の
混
乱
と
は
無
縁
で
は
い

ら
れ
な
い
。

　

中
東
地
域
の
秩
序
維
持
が
困
難
と
な

る
な
か
、
各
国
は
自
国
の
安
全
保
障
と

体
制
維
持
を
最
優
先
し
、
現
実
主
義
的

な
外
交
を
展
開
し
て
い
る
。
一
方
で
非

国
家
主
体
は
、
こ
の
機
を
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
現
状
打
破
し
、
主

権
国
家
の
確
立
を
現
実
の
も
の
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
中
東
地

域
は
、
域
外
ア
ク
タ
ー
を
巻
き
込
み
な

が
ら
、
域
内
ア
ク
タ
ー
が
む
き
出
し
の

利
益
を
め
ぐ
っ
て
争
う
場
と
な
り
、
秩

序
の
回
復
が
一
向
に
み
ら
れ
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

●�
経
済
条
件
の
変
化
―
人
口
と
原

油
価
格
―

　

中
東
地
域
は
、
急
速
な
人
口
増
加
に

直
面
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
若
年
層

人
口
の
増
加
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
中

東
二
一
カ
国
の
人
口
は
、
過
去
一
五
年

で
一
億
三
〇
〇
〇
万
人
増
加
し
、
二
〇

一
五
年
は
五
億
四
〇
〇
〇
万
人
だ
っ
た
。

二
〇
三
五
年
に
は
七
億
人
を
越
え
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
～
二
九
歳
の

人
口
は
、
過
去
一
五
年
で
二
五
〇
〇
万

人
増
加
し
、
現
在
は
九
七
〇
〇
万
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

若
者
層
人
口
の
増
加
は
、
従
属
人
口

比
率
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
実
際
、
中

東
諸
国
の
平
均
従
属
人
口
比
率
は
一
九

七
〇
年
代
か
ら
低
下
し
始
め
、
二
〇
一

五
年
に
は
世
界
平
均
を
下
回
っ
た
。
国

連
人
口
統
計
の
中
位
推
計
に
よ
れ
ば
、

中
東
諸
国
の
平
均
従
属
人
口
比
率
は
二

〇
三
五
年
頃
ま
で
低
下
す
る
。
つ
ま
り
、

現
在
の
中
東
諸
国
は
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス

期
に
あ
り
、
そ
れ
は
今
後
二
〇
年
続
く

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
は
経
済
成
長
の
好

機
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
労
働

力
人
口
の
増
加
に
見
合
っ
た
雇
用
創
出

が
必
要
と
な
る
が
、
中
東
諸
国
の
多
く

は
失
業
率
が
高
い
（
表
１
）。
な
か
で

も
若
年
層
の
失
業
率
が
高
く
、
人
口
ボ

ー
ナ
ス
が
経
済
成
長
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
。
現
在
の
中
東
諸
国
に
と
っ
て
、

若
年
層
人
口
の
増
加
は
、
経
済
成
長
の

好
機
で
は
な
く
、
経
済
困
難
を
深
刻
化

さ
せ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
東
諸
国
が
直
面
し
て
い
る
も
う
一

つ
の
経
済
困
難
は
原
油
価
格
の
下
落
で

あ
る
。
二
〇
一
四
年
後
半
以
降
に
原
油

価
格
が
急
落
し
た
こ
と
で
、
中
東
諸
国

の
経
済
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ

れ
は
石
油
輸
出
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
石
油
輸
入
国
も
、
石
油
輸
出
国

か
ら
の
経
済
支
援
、
投
資
、
労
働
者
送

金
な
ど
の
減
少
に
よ
っ
て
、
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
。

　

原
油
価
格
の
下
落
は
、
中
東
諸
国
に

経
済
改
革
を
促
し
た
。
多
く
の
国
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
、
財
政
改

革
、
長
期
開
発
政
策
の
策
定
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以

降
に
膨
張
し
た
財
政
支
出
を
管
理
し
、

現
在
の
原
油
価
格
に
適
応
し
た
経
済
開

発
を
進
め
る
た
め
で
あ
る
。

　

現
在
の
中
東
諸
国
は
、
人
口
の
増
加

と
原
油
価
格
の
下
落
に
直
面
し
、
経
済

政
策
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
持

続
的
な
発
展
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
多
い
。

●�

中
東
諸
国
の
模
索

　

概
観
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
中
東
諸

国
は
、
幾
重
も
の
困
難
と
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
各
国
の
「
伝
統
的
」
な
課

題
に
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
の
地
域

情
勢
の
流
動
化
に
よ
っ
て
新
た
に
表
面

化
し
た
問
題
が
加
わ
り
、
各
国
の
先
行

き
は
一
段
と
不
透
明
感
を
増
し
て
い
る
。

　

内
憂
外
患
の
中
東
諸
国
は
、
ど
こ
に

活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

各
ア
ク
タ
ー
は
何
を
重
視
し
、
ど
の
よ

う
な
打
開
策
を
模
索
し
て
い
る
の
か
。

本
特
集
が
中
東
地
域
の
今
後
を
見
据
え

る
う
え
で
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

（
い
ま
い　

こ
う
へ
い
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
、
つ
ち

や　

い
ち
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

企
業
・
産
業
研
究
グ
ル
ー
プ
）

表 1　中東諸国の失業率
2000 2005 2010 2014

失業率
アラブ諸国 13.5 12.1 10.3 11.5

イラン 12.0 12.1 13.5 12.8
トルコ 6.5 10.6 11.9 9.2

世界平均 6.4 6.2 6.1 5.9
若年（15-24 歳）失業率

アラブ諸国 28.5 28.1 25.0 29.7
イラン 23.3 23.9 28.4 29.4
トルコ 12.8 19.2 21.2 17.7

世界平均 13.8 13.8 13.8 14.0
（出所）World Development Indicator s.
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